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毎月１日・15日発行ラグビーワールドカップ2019開幕まであと523日!

防災行政無線の放送内容を電話で確認できます　☎0800（800）0504（通話料無料・24時間対応）

４月１日現在人口と世帯数
住民基本台帳

合　計 前月比
日本人 外国人

人
　
口

男 ３９，２０１ ６２１ ３９，８２２ ９７増
女 ４１，５８２ ６４４ ４２，２２６ １６０増
計 ８０，７８３ １，２６５ ８２，０４８ ２５７増

世帯数 ４１，０９７ ６７２ ４１，７６９ ２５１増
※外国人世帯数は、外国人のみの世帯です。

●２面…平成30年度予算が成立しました
●３面…教育長が選任されました
●６面…乳がん・子宮がん検診
●７面…�介護保険制度が改正されま

した
●７面…出張がん検診
●10面…第31回多摩源流まつり
●10面…防犯カメラを設置しました

町会・自治会に
加入しましょう
町会・自治会に
加入しましょう

　災害など「もしも」の時は、行政サービスだけでなく、
地域住民の皆さんによる助け合いが欠かせません。阪神・
淡路大震災では、地震によって倒壊した建物から救出さ
れ生き延びることができた人の約８割が、家族や近所の
住民等によって救出されました（平成２６年度版防災白書
より）。
　町会・自治会では、地域の問題を解決したり、防犯・
防災に関する運動など、安心で安全なまちづくりを目指
してさまざまな活動をしています。
　現在市内には、３０の町会・自治会があります。各町会・
自治会へ加入を希望する方には地域活性課で連絡先をお
知らせしています。また、町会・自治会の未整備地区の
設立支援も行っています。お気軽にご相談ください。

狛江市町会・自治会連合会
　平成２８年２月に設立され、現在１６団体が加入している
狛江市町会・自治会連合会では、町会同士で地域課題解
決を図り、安心で安全なまちづくりを推進しています。
　２月２５日に行われた狛江市総合防災訓練では、「花の
まち２０２０」事業として、各避難所にて花鉢を合計２，０２０
個配布しました。
吻地域活性課コミュニティ文化係
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防災訓練見守り活動清掃活動

　
先
月
の
23
日
、
桜
の
花
が
満

開
に
近
づ
い
て
い
た
頃
、
市
役

所
で
例
年
通
り
感
謝
状
の
贈
呈

式
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
の
受

賞
者
は
８
人
。

　
そ
の
う
ち
の
お
一
人
の
方
か

ら
、「
こ
の
感
謝
状
を
頂
い
た

の
は
光
栄
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

感
謝
状
を
も
ら
え
る
こ
と
自

体
、
知
ら
な
か
っ
た
し
、
多
く

の
市
民
の
方
々
も
知
ら
な
い
の

で
は
？
」
と
い
う
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　
も
う
す
で
に
40
年
以
上
も
継

続
し
て
い
る
制
度
で
あ
る
た

め
、
そ
の
よ
う
な
お
話
を
伺
う

と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
不

明
を
恥
じ
た
次
第
で
す
。

　
市
の
非
常
勤
特
別
職
や
消
防

団
員
、
市
長
の
推
薦
で
国
ま
た

は
都
が
委
嘱
す
る
職
等
に
４
年

以
上
在
職
さ
れ
た
方
な
ど
に
、

離
職
後
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
年
２
回（
３
月
・
９
月
）、
贈

呈
式
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
数
多
く
の
方
々
が
受
賞
さ

れ
て
い
ま
す
。
広
報
こ
ま
え
で

お
知
ら
せ
し
て
こ
な
か
っ
た
た

め
、
改
め
て
制
度
の
概
要
を
含

め
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

狛
江
市
長
　
高
橋
都く

に

彦ひ
こ 117
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■パブリックコメント結果（概要）
意見（概要） 回答

　喫煙所を増加してほしい。 　本条例は、路上喫煙等によって生じる危険・迷惑防止のための喫煙マナーの向
上と、喫煙者と非喫煙者の共存が可能な地域環境の確保を目的としております。
　国や都の受動喫煙対策により、屋内の喫煙に対する規制が強くなることが見込
まれています。市ではその状況を勘案し、屋外の喫煙所において適切なスペース
を確保することで、非喫煙者だけでなく喫煙者にとっても快適な環境づくりに努
めます。

　喫煙所がなくなった場合、ポイ捨てや歩きたばこをする人の増加が想定される
ことから、喫煙所は撤去すべきでない。

　歩きたばこ・たばこのポイ捨てについては、現状より規制を強化することで良
いと思う。

　現行条例では、市内全域で歩行喫煙およびたばこのポイ捨てが禁止されていま
す。本条例の改正案では、重点地区内における規制を強化し、歩行喫煙および路
上喫煙について、新たに罰則規定を設けております。
　また、改正後の状況により、必要があればさらなる規制の強化、必要がなくな
れば規制緩和するなど見直しを検討します。

　
平
成
３０
年
度
予
算
が
狛
江

市
議
会
第
１
回
定
例
会
で
可

決
成
立
し
ま
し
た
。

　
予
算
規
模
は
、
一
般
会
計

の
予
算
額
で
見
る
と
、
２
８

４
億
６
０
０
万
円
で
前
年
度

比
１７
億
１
，
６
０
０
万
円

（
６
・
４
％
）
の
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
５
つ
の
特
別
会
計

を
含
め
た
予
算
総
額
は
、
４

７
０
億
７
，
１
１
１
万
３
千

円
で
前
年
度
比
８
億
１
，
９

５
４
万
２
千
円
（
１・８
％
）

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
３０
年
度
も
引
き
続
き

財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ

と
で
、
将
来
を
見
据
え
た
市

政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

吻
財
政
課

　１月１５日から２月１５日まで実施した（仮称）狛江市子育て・教育支援複合施設整備全体構想等（案）、１月１日から２月１日まで実
施した狛江市路上喫煙等の制限に関する条例の一部を改正する条例（案）に対するパブリックコメントで、皆さんからいただいた主な
意見とそれに対する市の回答（概要）を公表します。
　なお、パブリックコメントの結果の詳細は、各担当窓口で閲覧できる他、市ホームページからもご覧になれます。

吻政策室企画調整担当

吻環境政策課環境係

■歳入額の内訳

■款別歳出額の内訳

市税
122.5億円
43.1％

市債
19.4億円
6.8％

地方交付税
15.9億円
5.6％

繰入金
8.7億円 3.0％

国庫支出金
42.3億円
14.9％ 都支出金

44.8億円
15.8％

譲与税・交付金
17.1億円
5.9％

使用料および手数料
5.9億円 2.1％

その他
7.5億円
2.8％

消防費
11.1億円 3.9％

その他
5.0億円
1.7％

民生費
149.9億円
52.8％

歳出総額
284.1億円

教育費
29.3億円
10.3％総務費

25.4億円
9.0％

衛生費
22.2億円
7.8％

土木費
21.9億円
7.7％

公債費
19.3億円 6.8％

歳入総額
284.1億円

予
算
が
成
立
し
ま
し
た

パブリックコメントの結果（概要）を公表します

■会計別予算規模
平成30年度
当初予算額

平成29年度
当初予算額

前　年　度　比
増減額 増減率

一 般 会 計 284億6００万円 266億9，０００万円 １７億１，6００万円 6.4%
特 別 会 計 １86億6，５１１万３千円 １9５億6，１５７万１千円 △8億9，64５万8千円 △4.6%
国民健康保険 84億9，１68万円 9５億５，７6３万７千円 △１０億6，５9５万７千円 △１１.2%
後期高齢者医療 2０億３96万７千円 １9億５３７万6千円 9，8５9万１千円 ５.2%
介 護 保 険 6３億３，462万５千円 6１億１64万6千円 2億３，29７万9千円 ３.8%
公共下水道 １8億992万2千円 １9億７，2０8万３千円 △１億6，2１6万１千円 △8.2%
駐車場事業 2，49１万9千円 2，482万9千円 9万円 ０.4%
総 額 4７０億７，１１１万３千円 462億５，１５７万１千円 8億１，9５4万2千円 １.8%

■パブリックコメント結果（概要）
意見（概要） 回答

　子育て・教育に関する施設建設の計画があることや一括集中させる考え方は良
いと思う。
　施設管理・運営を、結果的にPFIや指定管理等にさせていくような体制となる
ならば反対意見を持つ。建設自体にランニングコストを重視し、経年劣化・施設
整備等のコストをあらかじめ予算化なり計画しておき、改修等の時期に管理・運
営側が余計なエネルギーを使わないような計画だと良いと思う。

　現在、市が所有する各施設の整備計画や修繕計画を横断的に見渡した「狛江市公
共施設等総合管理計画」を平成29年３月に策定し、将来的な費用を推計しながら今
後の管理方針を立てています。複合施設についても、この考え方をベースとして管
理を行っていきます。
　建築計画においてはランニングコストに配慮し、耐久性がありメンテナンスに手
のかかりにくい機器や部材の採用を予定しています。また、機器の更新が計画的に
できるよう各計画に計上しています。

　保育所等訪問サービスについて。
　小学校への訪問サービスの実施。
　就学という大きな環境の変化に児童も保護者も不安を抱えています。就学後、
訪問サービスの方に学校との間に入っていただくことで、スムーズなやり取りが
でき、学校との関係構築に役立ちます。保護者の疑問点や要望を専門知識のある
方に客観的に聞いていただき、学校に届けていただく。なかなか、毎日通う学校
へ直接話すには難しいことも相談しやすくなります。

　児童発達支援センターで行う保育所等訪問支援は、１8歳未満の各年齢の子どもを
対象としますので、小学生の方も利用できます。また、現在のあいとぴあ子ども発
達教室「ぱる」では、利用者の就学後も小学校等への訪問を行っており、教育研究
所の相談員等の学校訪問も実施されています。役割分担等の整理を行い、センター
開設後の小学校等への訪問による支援に関しては、必要な支援が提供されるように
検討してまいります。

　今現在、支援から漏れていたり、市外の特別支援学校などに通う子どもについ
てもきちんとフォローしていただけるようお願いいたします。せっかくの児童発
達支援センターなので、発達支援後の放課後などに、ここを卒業した子などを受
け入れる、障がい児向けの学童保育などの開設を考えてもらえないでしょうか。
　児童発達支援センターは知的障がい児がメインと聞きましたが、肢体不自由や、
増える医ケア児への対応も、看護師の導入が今は難しくても、診療報酬の改定な
どがあったら、ぜひ、ご一考ください。

　障がい児向けの学童保育については、スペースや人員等の面から児童発達支援セ
ンターに設置することは難しいと考えます。通所で行う児童発達支援事業について
は、発達障がい、知的障がいの未就学児を対象として考えておりますが、相談・訪
問等のその他の機能については、基本的に就学後も含めた全ての子どもが対象とな
ります。
　また、医療的ケアが必要な子ども支援等、さまざまな発達支援に関する課題に取
り組んでいくため、センターの検討と合わせて、関係機関等とのネットワークによ
る支援体制を強化する等、切れ目のない支援体制の構築を進めてまいります。

平
成
３０
年
度

（仮称）狛江市子育て・教育支援複合施設整備全体構想等（案）

狛江市路上喫煙等の制限に関する条例の一部を改正する条例（案）
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市
議
会
・
委
員
会
の
開
催
予
定

　
閉
会
中
の
委
員
会
は
、
次
の
日
程

で
開
催
予
定
で
す
。

腹
▽
４
月
１９
日
㈭　
議
会
運
営
委
員

会▽
４
月
２５
日
㈬　
総
務
文
教
常
任
委

員
会

▽
４
月
２６
日
㈭　
社
会
常
任
委
員
会

▽
４
月
２７
日
㈮　
建
設
環
境
常
任
委

員
会

　
各
回
複
午
前
９
時
か
ら
（
４
月
１９

日
の
み
午
後
２
時
か
ら
）

淵
３
階
議
会
第
二
委

員
会
室

吻
議
会
事
務
局

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
あ
い
と

ぴ
あ
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
狛
江
市
第

４
次
地
域
福
祉
計
画
、
狛
江
市
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
第
７
期
介
護
保

険
事
業
計
画
お
よ
び
狛
江
市
障
が
い

者
計
画・第
５
期
障
が
い
福
祉
計
画・

第
１
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
を
一
体

と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
は
地
域
福
祉
課
窓
口
で
１
部

５
１
０
円
で
頒
布
す
る
他
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

計
画
期
間
▽
狛
江
市
第
４
次
地
域
福

祉
計
画　
平
成
３０
～
３５
年
度

▽
狛
江
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
お
よ
び

狛
江
市
障
が
い
者
計
画
・
第
５
期
障

が
い
福
祉
計
画
・
第
１
期
障
が
い
児

福
祉
計
画　
平
成
３０
～
３２
年
度

吻
地
域
福
祉
課

　
有
馬
守
一
さ
ん
が
平
成
３０
年
市
議

会
第
１
回
定
例
会
で
同
意
を
得
て
教

育
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

４
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　
有
馬
教
育
長
は
、
狛
江
第
八
小
学

校
（
現
和
泉
小
学
校
）、
東
京
都
教

育
庁
指
導
部
等
の
指
導
主
事
、
人
事

部
管
理
主
事
等
の
役
職
を
歴
任
後
、

千
代
田
区
立
番
町
小
学
校
校
長
を
務

め
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
長
と
教
育
長
の
一
本
化

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
平
成
２７
年
４
月
１
日
に
施
行

さ
れ
、
教
育
委
員
会
制
度
が
変
わ
り

ま
し
た
。

　
法
律
の
経
過
措
置
に
基
づ
き
、
こ

れ
ま
で
旧
制
度
の
体
制
を
継
続
し
て

き
ま
し
た
が
、今
回
の
就
任
に
伴
い
、

教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し

た
新
制
度
へ
移
行
し
ま
し
た
。

吻
学
校
教
育
課
教
育
庶
務
係

教
育
長
が
任
命
さ
れ
ま
し
た

　
空
家
等
の
適
切
な
管
理
や
利
活
用

を
促
進
し
、
空
家
等
の
発
生
を
抑
制

す
る
こ
と
で
、
市
民
の
生
命
・
身
体

ま
た
は
財
産
を
保
護
す
る
と
と
も

に
、
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
や
地

域
の
活
性
化
等
を
図
る
た
め
、
狛
江

市
空
家
等
対
策
計
画
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
狛
江
市
空
家
等
の
適
切
な

管
理
及
び
利
活
用
に
関
す
る
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

■
狛
江
市
空
家
等
対
策
計
画

計
画
期
間
平
成
３０
～
３９
年
度

概
要
▽
基
本
方
針
１　
空
家
等
の
現

状
把
握
と
発
生
抑
制

▽
基
本
方
針
２　
空
家
等
の
適
切
な

管
理
の
促
進

▽
基
本
方
針
３　
空
家
等
お
よ
び
共

同
住
宅
の
空
室
に
お
け
る
利
活
用
の

促
進

※
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
窓

口
で
１
部
１
３
０
円

で
頒
布
す
る
他
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
狛
江
市
空
家
等
の
適
切
な
管
理
及

び
利
活
用
に
関
す
る
条
例

施
行
日
７
月
１
日
か
ら

概
要
空
家
等
に
関
す
る
市
の
施
策

と
、
所
有
者
お
よ
び
事
業
者
の
責
務

を
明
確
に
し
、
地
域
団
体
お
よ
び
市

民
等
と
連
携
し
て
空
家
等
の
把
握
に

必
要
な
実
態
調
査
を
行
い
、
発
生
抑

制
・
適
切
な
管
理
・
利
活
用
等
を
推

進
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
協
議
会
を
設
置
し
、
意
見
の
聴

取
や
報
告
を
行
う
こ
と
で
、
特
定
空

家
等
の
認
定
や
勧
告
・
命
令
・
代
執

行
・
略
式
代
執
行
・
安
全
代
行
措
置

や
緊
急
安
全
措
置
を
適
切
に
行
う
こ

と
等
に
つ
い
て
も
定
め
て
い
ま
す
。

吻
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り

推
進
担
当

狛
江
市
空
家
等
対
策
計
画
・
狛
江
市

空
家
等
の
適
切
な
管
理
及
び
利
活
用

に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

　国が管理する多摩川で氾濫の危険
が高まったとき、緊急速報メールが
自動で発信されます。メールを着信
したら、雨の降り方や多摩川の今の
水位を「川の防災情報」で確認しま
しょう。
吻国土交通省京浜河川事務所防災情
報課☎０４５（５０３）４０１８

　
生
活
と
就
労
へ
の
支
援
を
さ
ら
に

充
実
し
、
高
齢
の
障
が
い
者
の
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
利
用
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い
の
あ
る

方
が
自
ら
の
望
む
地
域
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
障
害
者
総

合
支
援
法
等
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
か
ら
の
主
な
改
正
点

▽
施
設
入
所
支
援
や
共
同
生
活
援
助

を
利
用
し
て
い
た
方
等
を
対
象
と
し

て
、
定
期
的
な
自
宅
訪
問
や
個
別
の

対
応
で
、
円
滑
な
地
域
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
相
談
・
助
言
等
を
行
う
サ

ー
ビ
ス
（
自
立
生
活
援
助
）
を
新
設

▽
仕
事
を
続
け
る
上
で
の
生
活
面
の

課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
、事
業
所・

家
族
と
の
連
絡
調
整
等
の
支
援
を
行

う
サ
ー
ビ
ス
（
就
労
定
着
支
援
）
を

新
設

▽
医
療
機
関
へ
の
入
院
時
も
一
定
の

洪水情報を
緊急速報メール
で発信します

場
合
に
は
、
重
度
訪
問
介
護
の
利
用

を
可
能
と
す
る
。

▽
６５
歳
に
な
る
ま
で
長
期
間
に
わ
た

り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

き
た
低
所
得
の
高
齢
の
障
が
い
者

が
、
引
き
続
き
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

と
同
じ
種
類
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
場
合
、
所
得
状
況
や
障

が
い
の
程
度
等
を
勘
案
し
、
利
用
者

負
担
を
障
が
い
福
祉
制
度
に
よ
り
軽

減
（
償
還
）
で
き
る
仕
組
み
を
新
設

▽
外
出
が
著
し
く
困
難
な
重
度
の
障

が
い
児
に
、
自
宅
訪
問
し
て
発
達
に

関
す
る
支
援
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
（
居

宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
）
を
新
設

▽
保
育
所
等
の
障
が
い
児
に
発
達
支

援
を
行
う
保
育
所
等
訪
問
支
援
に
つ

い
て
、
児
童
養
護
施
設
等
の
障
が
い

児
に
も
対
象
を
広
げ
る
。

吻
高
齢
障
が
い
課
障
が
い
者
支
援
係

障
害
者
総
合
支
援
法
等
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

狛
江
駅
周
辺
今
む
か
し

　
昭
和
４３
年
、
狛
江
駅
の
前
に
は
狛

江
第
一
小
学
校
が
あ
っ
て
、
そ
の
周

囲
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塀
で
囲
ま

れ
、
塀
の
外
に
は
幅
６
ｍ
程
の
道
路

に
沿
っ
て
何
軒
か
の
商
店
が
並
ん
で

い
た
。
北
口
臨
時
改
札
口
は
で
き
た

ば
か
り
。
朝
夕
踏
切
は
い
つ
も
閉
ま

っ
て
い
た
か
ら
踏
切
を
渡
ろ
う
と
す

る
人
で
混
み
合
っ
て
い
た
。

　
バ
ス
は
調
布
か
ら
渋
谷
、
国
領
か

ら
二
子
玉
川
、
多
摩
川
住
宅
か
ら
町

役
場
前
の
３
系
統
あ
っ
た
が
、
停
留

所
は
渋
谷
行
と
二
子
玉
川
行
は
町
役

場
の
前
、
調
布
行
は
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ

の
前
、
多
摩
川
住
宅
行
は
狛
江
第
一

小
学
校
の
裏
に
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら

駅
ま
で
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
狛
江
通
り
の
踏
切
も
開
か
ず
の
踏

切
で
朝
夕
は
渋
滞
が
ひ
ど
く
、
一
方

は
松
原
近
く
ま
で
、
一
方
は
三
差
路

近
く
ま
で
自
動
車
の
行
列
だ
っ
た
。

だ
か
ら
今
の
和
泉
本
町
停
留
所
の
辺

り
に
降
車
専
用
の
臨
時
停
留
所
を
設

置
し
て
、
駅
を
目
の
前
に
い
ら
い
ら

し
て
い
る
乗
客
を
降
ろ
し
て
い
た
が
、

そ
こ
か
ら
駅
ま
で
歩
く
の
で
あ
る
。

昭
和
６３
年
に
狛
江
駅
ま
で
延
長
し
た

武
蔵
境
か
ら
の
バ
ス
も
当
初
は
狛
江

通
り
の
渋
滞
を
避
け
る
た
め
に
松
原

で
右
折
し
、
田
中
橋
か
ら
六
郷
さ
く

ら
通
り
を
通
っ
て
町
役
場
前
か
ら
国

領
方
面
に
向
か
っ
て
い
た
。
そ
の
よ

う
な
激
し
い
渋
滞
の
た
め
、
踏
切
を

渡
れ
な
い
自
動
車
が
少
し
で
も
空
い

て
い
る
踏
切
を
渡
ろ
う
と
し
て
住
宅

地
の
狭
い
道
を
通
り
抜
け
て
い
た
。

　
小
田
急
線
も
ラ
ッ
シ
ュ
の
時
間
帯

に
は
各
駅
停
車
と
通
過
列
車
を
合
わ

せ
て
ほ
ぼ
２
分
間
隔
で
運
転
し
て
い

た
か
ら
踏
切
は
な
か
な
か
開
か
な

い
。
ま
た
朝
の
上
り
以
外
の
急
行
は

成
城
学
園
前
を
通
過
し
て
い
た
た

め
、
新
宿
か
ら
狛
江
に
来
る
に
は
各

駅
停
車
に
乗
る
他
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
急
行
に
乗
っ
て
登
戸
ま
で
行
っ

て
戻
る
人
が
い
た
と
み
え
て
、
改
札

口
に
は
「
登
戸
ま
で
行
っ
て
戻
っ
て

き
た
方
は
乗
越
運
賃
を
い
た
だ
き
ま

す
」
と
い
う
掲
示
が
し
て
あ
っ
た
。

ま
だ
自
動
改
札
で
な
か
っ
た
か
ら
、

改
札
口
に
駅
員
が
立
ち
乗
車
券
の
表

示
を
よ
く
見
て
い
た
。

　
平
成
７
年
３
月
２５
日
、
小
田
急
線

が
高
架
に
な
り
、渋
滞
は
解
消
さ
れ
、

狛
江
駅
前
を
は
じ
め
狭
い
道
を
通
る

自
動
車
は
少
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て

平
成
８
年
３
月
１５
日
に
北
口
に
駅
前

広
場
が
完
成
す
る
と
バ
ス
は
み
な
駅

前
に
入
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
平

成
９
年
か
ら
は
仙
川
経
由
成
城
学
園

前
行
、
平
成
２０
年
か
ら
は
「
こ
ま
バ

ス
」、
平
成
２９
年
か
ら
は
つ
つ
じ
ヶ

丘
行
も
乗
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

一
層
便
利
に
な
っ
た
。
ま
た
、
狛
江

駅
北
口
交
通
広
場
が
あ
る
お
か
げ
で

バ
ス
は
定
刻
発
車
。
そ
し
て
広
場
の

周
辺
に
も
た
く
さ
ん
の
店
舗
が
並

び
、夜
遅
く
ま
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

名
実
と
も
に
狛
江
駅
が
市
の
中
心
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
春
か
ら
は

準
急
さ
え
停
車
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
昭
和
４３
年
か
ら
平
成
３０
年
ま
で
の

５０
年
間
に
市
の
人
口
は
１・７
倍
に
、

狛
江
駅
の
乗
降
人
員
は
平
成
２７
年
ま

で
だ
が
２・
０
倍
に
、
駅
の
周
辺
に

は
た
く
さ
ん
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

ち
、
多
く
の
商
業
施
設
の
明
か
り
が

夜
遅
く
ま
で
煌こ

う

々こ
う

と
輝
い
て
い
る
。

　
　
井
上　
孝

　
（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その288－

あ
い
と
ぴ
あ
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
（
狛
江
市
第

４
次
地
域
福
祉
計
画
等
）
を
策
定
し
ま
し
た



狛江市役所　☎（3430）1111　FAX（3430）6870　HP http://www.city.komae.tokyo.jp/　Twitter @KomaeCity

腹日程・期間　複時間　覆受付　淵会場・所在地　弗対象・資格　払定員　沸内容　仏講師　物持ち物　鮒費用　分申し込み　吻問い合わせ　噴ホームページ　墳電子メール

4広報こまえ　平成30年（2018年）４月15日
�

狛
江
市
の
取
組
み
を
市
民
の
目

線
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
（
平

成
２９
年
度
狛
江
市
外
部
評
価
結

果
報
告
書
）
を
作
成
し
ま
し
た

�

　
狛
江
市
外
部
評
価
委
員
会
か
ら
提

言
を
受
け
、
そ
の
提
言
に
対
す
る
市

の
対
応
を
ま
と
め
た
市
民
向
け
の
資

料
と
し
て
「
狛
江
市
の
取
組
み
を
市

民
の
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た

（
平
成
２９
年
度
狛
江
市
外
部
評
価
結

果
報
告
書
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
報
告
書
は
政
策
室
で
無
償
で
頒
布

す
る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

吻
政
策
室
企
画
調
整
担
当

�

東
京
２
０
２
０
大
会
に
向
け
た

気
運
醸
成
イ
ベ
ン
ト
等
委
託
事

業
者
募
集

�

腹
４
月
１６
日
㈪
～
５
月
１８
日
㈮

弗
東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
電
子

調
達
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
入
札
参
加
資

格
者
名
簿
に
登
載
し
て
い
る
事
業
者

沸
東
京
２
０
２
０
大
会
に
向
け
た
気

運
醸
成
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
等

の
企
画
運
営
を
行
う
事
業
者
を
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
選
定

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

分
吻
５
月
１８
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
、

指
定
し
た
書
類
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
、
持
参

ま
た
は
郵
送
で
政
策
室
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
推
進
担
当

へ
。

�

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
対

す
る
補
助
金
制
度

�

　
町
会
・
自
治
会
・
商
店
街
等
が
設

置
す
る
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
申
請
方
法
等
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

弗
町
会
・
自
治
会
、
商
店
街
、
防
犯

活
動
団
体

対
象
経
費
公
共
の
場
所
へ
の
街
頭
防

犯
カ
メ
ラ
の
購
入
・
取
り
付
け
経
費

（
維
持
経
費
等
を
除
く
）

分
吻
６
月
２９
日
㈮
ま
で
に
、
申
請
書

お
よ
び
必
要
書
類
を
持
参
ま
た
は
郵

送
で
安
心
安
全
課
へ
。

�

不
要
に
な
っ
た
自
転
車
を
募
集

し
て
い
ま
す

�

　
市
内
の
４
Ｒ
推
進
の
観
点
か
ら
不

要
に
な
っ
た
自
転
車
を
募
集
し
、
６

月
３
日
㈰
に
開
催
す
る
環
境
月
間
イ

ベ
ン
ト
「
こ
ま
エ
コ
ま
つ
り
」
で
配

布
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

弗
パ
ン
ク
や
損
傷
が
な
い
自
転
車

（
引
き
取
り
無
料
。
状
態
に
よ
り
引

き
取
り
で
き
な
い
場
合
あ
り
）

※
三
輪
車
、
幼
児
用
の
ペ
ダ
ル
な
し

自
転
車
含
む
。

※
自
転
車
引
き
取
り
の
際
に
、
自
転

車
譲
渡
証
明
書
に
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

分
吻
５
月
１０
日
㈭
ま
で
に
、
環
境
政

策
課
環
境
係
へ
。

�

調
布
都
市
計
画
の
決
定
・
変
更

を
し
ま
し
た

�

名
称
▽
決
定　
調
布
都
市
計
画
地
区

計
画
岩
戸
北
二
丁
目
周
辺
地
区
地
区

計
画

▽
変
更　

調
布
都
市
計
画
用
途
地

域
、
調
布
都
市
計
画
高
度
地
区
、
調

布
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火

地
域

告
示
日
３
月
３０
日
㈮

※
関
係
図
書
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。

縦
覧
場
所
吻
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
都

市
計
画
担
当

�

あ
い
と
ぴ
あ
助
成
金
申
請
団
体

募
集

�

　
市
内
で
活
動
す
る
福
祉
団
体
お
よ

び
町
会
・
自
治
会
へ
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

※
詳
細
は
、
狛
江
市
社
会
福
祉
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
相
談
会

腹
▽
４
月
２６
日
㈭
午
後
２
時
か
ら

▽
４
月
２８
日
㈯
午
前
１０
時
か
ら

淵
こ
ま
え
く
ぼ
１
２
３
４
（
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
）

分
吻
４
月
２３
日
㈪
か
ら
５
月
１０
日
㈭

ま
で
に
、
狛
江
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４
へ
。

�

こ
ま
え
く
ぼ
１
２
３
４
（
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）
運
営
委

員
会
公
募
委
員
募
集

�

弗
１８
歳
以
上
（
４
月
１
日
現
在
）
の

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
で
、

原
則
平
日
夜
間
（
年
４
回
、
臨
時
会

あ
り
）
の
会
議
に
出
席
が
で
き
る
方

払
２
人
以
内

任
期
委
嘱
日
か
ら
２
年
間

分
吻
５
月
２
日
㈬（
必
着
）ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
作
文
「
今
、
あ

な
た
が
気
に
な
る
地
域
の
課
題
で
自

分
が
で
き
る
こ
と
」（
様
式
自
由
・

８
０
０
字
程
度
）
を
、
持
参
・
郵
送

ま
た
は
墳info@vc.kom

ae.org

で
こ
ま
え
く
ぼ
１
２
３
４
（
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
）☎（
５
７
６
１
）

５
５
５
６
へ
。

市
民
委
員
募
集

�

狛
江
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に

関
す
る
審
査
会
の
公
募
市
民
委

員

�

弗
市
内
在
住
の
選
挙
権
を
有
す
る
方

（
７
月
１
日
現
在
）

払
２
人

任
期
７
月
１
日
か
ら
２
年
間

会
議
原
則
平
日
昼
間

分
吻
４
月
２７
日
㈮
ま
で
に
、
応
募
用

紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
お
よ
び
作
文
「
応
募
の

動
機
」（
様
式
自
由・８
０
０
字
以
内
）

を
、
持
参
・
郵
送
ま
た
は
墳hisy

ot@city.kom
ae.lg.jp

で
秘
書
広

報
室
へ
。

�

狛
江
市
外
部
評
価
委
員
会
公
募

市
民
委
員

�

弗
１８
歳
以
上
（
４
月
１
日
現
在
）
の

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
で
、

原
則
平
日
夜
間
（
年
８
回
程
度
）
の

会
議
に
出
席
で
き
る
方

払
５
人

任
期
委
嘱
日
～
平
成
３２
年
３
月
３１
日

分
吻
５
月
２
日
㈬（
必
着
）ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
作
文
「
応
募
の

動
機
」（
様
式
自
由・８
０
０
字
以
内
）

を
、
持
参
・
郵
送
ま
た
は
墳kicho

ut@city.kom
ae.lg.jp

で
政
策
室

企
画
調
整
担
当
へ
。

�

狛
江
市
商
店
街
振
興
プ
ラ
ン
策

定
委
員
会
公
募
市
民
委
員

�

弗
１８
歳
以
上
（
４
月
１
日
現
在
）
の

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
で
、

原
則
平
日
（
年
６
回
程
度
）
の
会
議

に
出
席
で
き
る
方（
高
校
生
を
除
く
）

払
３
人
以
内

任
期
委
嘱
日
か
ら
策
定
完
了
ま
で

分
吻
５
月
１
日
㈫（
必
着
）ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
作
文
「
消

費
者
が
市
内
の
商
店
街
及
び
商
業
者

に
希
望
す
る
こ
と
」（
様
式
自
由
・

８
０
０
文
字
以
内
）
を
、
持
参
・
郵

送
ま
た
は
墳chiikikkr01@city.

kom
ae.lg.jp

で
地
域
活
性
課
地
域

振
興
係
へ
。

�

狛
江
市
環
境
保
全
審
議
会
の
各

専
門
部
会
市
民
委
員

�

弗
１８
歳
以
上
（
４
月
１
日
現
在
）
の

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
で
、

原
則
平
日
（
年
４
～
５
回
程
度
）
の

会
議
に
出
席
で
き
る
方

払
▽
環
境
基
本
計
画
改
定
検
討
部
会　

３
人
以
内

▽
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
策
定
検
討

部
会　
２
人
以
内

任
期
委
嘱
日
～
平
成
３２
年
３
月
３１
日

分
吻
５
月
１４
日
㈪（
必
着
）ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
環

境
基
本
計
画
改
定
検
討
部
会
は
作
文

「
狛
江
市
が
目
指
す
環
境
像
に
つ
い

て
」、
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
策
定

検
討
部
会
は
作
文
「
狛
江
市
の
自
然

環
境
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て
」（
様

式
自
由
・
８
０
０
字
程
度
）
を
、
持

参
・
郵
送
ま
た
は
墳kankyok

kr01@
city.kom

ae.lg.jp

で
環

境
政
策
課
環
境
係
へ
。

�

狛
江
市
緑
の
基
本
計
画
改
定
検

討
委
員
会
公
募
市
民
委
員

�

弗
１８
歳
以
上
（
４
月
１
日
現
在
）
の

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
で
、

原
則
平
日
（
年
４
～
５
回
程
度
）
の

会
議
に
出
席
で
き
る
方

払
２
人
以
内

任
期
委
嘱
日
～
平
成
３２
年
３
月
３１
日

分
吻
５
月
１４
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・

電
話
番
号
、
在
学
・
在
勤
の
方
は
そ

の
名
称
を
記
入
の
上
、
作
文
「
狛
江

の
緑
に
つ
い
て
」（
様
式
自
由
・
８

０
０
字
程
度
）
を
、
持
参
・
郵
送
ま

た
は
墳m

izum
idokkr01@city.

kom
ae.lg.jp

で
環
境
政
策
課
水

と
緑
の
係
へ
。

�

狛
江
市
空
家
等
対
策
推
進
協
議

会
公
募
市
民
委
員

�

弗
１８
歳
以
上
（
４
月
１５
日
現
在
）
の

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
で
、

原
則
平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

払
２
人
以
内

任
期
委
嘱
日
か
ら
２
年
間

分
吻
５
月
１
日
㈫（
必
着
）ま
で
に
、

住
所・
氏
名・
生
年
月
日・
性
別
、
在

学・在
勤
の
方
は
そ
の
名
称・連
絡
先

を
記
入
の
上
、
作
文
「
私
の
考
え
る

狛
江
の
空
家
に
関
す
る
課
題
」（
様
式

自
由・８
０
０
字
以
内
）
を
、
持
参・

郵
送
ま
た
は
墳m

achisuit01@
city.kom

ae.lg.jp

で
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
へ
。

　
平
成
３０
年
度
に
採
用
す
る
嘱
託
職

員
（
一
般
技
術
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
実
施
要
項
（
職
員
課
窓

口
で
配
布
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

受
験
資
格
６５
歳
未
満
（
４
月
１
日
現

在
）
の
方
で
、
土
木
施
工
管
理
技
士

（
１
級
ま
た
は
２
級
）、
測
量
士
ま

た
は
測
量
士
補
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
有
す
る
方
で
、
官
公
庁
ま
た
は
民

間
企
業
で
土
木
施
工
監
理
業
務
の
経

験
が
あ
る
方

任
用
期
間
６
月
１
日
～
平
成
３１
年
３

月
３１
日（
必
要
に
応
じ
て
更
新
あ
り
）

勤
務
時
間
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５

時
（
休
憩
１
時
間
含
む
）

勤
務
場
所
市
役
所

選
考
面
接
試
験（
５
月
上
旬（
平
日
）

実
施
予
定
。
詳
細
は
後
日
電
話
で
連

絡
）

分
吻
４
月
２０
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
、

履
歴
書
お
よ
び
資
格
証
明
書
の
写
し

を
持
参
ま
た
は
特

定
記
録
郵
便
で
職

員
課
へ
。

平
成
３０
年
度
嘱
託
職
員
募
集

　
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

西
河
原
公
民
館
の
改
修
工
事
と
蔵

書
点
検
を
行
う
た
め
、
５
月
１０
日

㈭
か
ら
７
月
３１
日
㈫
ま
で
の
予
定

で
、
西
河
原
公
民
館
図
書
室
の
利

用
を
一
時
休
止
し
ま
す
。
な
お
、

工
事
の
進
捗
状
況
等
に
よ
り
工
期

が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

吻
西
河
原
公
民
館
☎（
３
４
８
０
）

３
２
０
１

西
河
原
公
民
館
図
書
室
の
利
用
を

一
時
休
止
し
ま
す
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【詐欺の電話にご注意】市職員や家族などをかたったうその電話がかかってきています。不審な電話がかかってきたときは調布警察署☎042（488）0110へ。

企 画 財 政 部
▽狛江の過去と未来に向けた取組み
▽東京２０２０大会等に向けた気運醸成
▽長期的な視点に立った財政運営の
推進
▽狛江の魅力の向上
▽市民参加・市民協働のさらなる促
進

総 務 部
▽守ります×安心安全
▽高めます×情報セキュリティ
▽進めます×適正化（工事成績評定
等）
▽整えます×公共施設
▽伸ばします×職員力

市 民 生 活 部
▽狛江の魅力を発信
▽農業・商工業振興の推進
▽市税の正確な課税・丁寧な徴収
▽マイナンバーカード（個人番号カ
ード）の推進
▽市民に信頼される窓口サービス

福 祉 保 健 部
▽いのち：市民の命を守り、健康寿命を延ばす
▽くらし：地域とのつながりを深める
▽きずな：切れ目のない支援とサポートの充実
▽あんしん：安心して暮らせる環境の整備
▽みらい：誰もがいつまでも住み続けられるまち

都 市 建 設 部
▽安心して生活できる暮らしやすい
まちづくり
▽重要な都市基盤である道路の整備
と維持管理
▽特色のある緑・公園・農地の確保
▽交通安全対策の促進

児 童 青 少 年 部
▽待機児ゼロの実現
▽「こまえ子育て応援プラン」の改訂を推進
▽子ども・子育て関連施設の整備を推進
▽多角的な子ども・子育て支援の推進
▽ワーク・ライフ・バランスの推進等

教 育 部
▽互いの生命と人格・人権を尊重し、
地域や社会に貢献する意識の醸成
▽確かな学力の定着と個々の能力や
創造力を伸ばし、郷土や国を愛する
心をはぐくむ学校教育の充実
▽すべての世代にわたる市民のため
の学習環境と運動環境の整備
▽東京２０２０大会等に向けたスポー
ツ、歴史・文化遺産に触れる機会の
提供
▽オールこまえで「学校の働き方改
革」を推進

環 境 部
▽快適かつ安心な生活環境の確保及び持続可能な
社会づくりの推進
▽豊かな自然環境の保全及び人と自然との共生の
推進
▽下水道総合計画に基づく「安心・安全・快適」
なまちづくりの推進
▽持続可能な循環型社会の実現に向けた「さらな
るごみ減量」及び「資源の有効利用」の推進
▽持続可能な社会の実現に向けた次世代を担う子
どもたちをはじめ幅広い世代の環境意識の醸成

議 会 事 務 局
▽議会運営の円滑化の推進
▽議会活動活性化への支援
▽広報機能の強化

　市の組織には分掌事務に応じて９つの部・局があり、それぞれ施策の推進に向けて取り組んでいます。各部の今年度
の目標とその実現に向けた取組みをまとめた「部の方針」を作成しましたので、概要をお知らせします。詳細は市ホー
ムページをご覧ください。� 吻政策室企画調整担当

部 の 方 針平成30年度

（
兼
）
保
育
係
長
）

▽
都
市
建
設
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長
　
三
宅
哲
（
都
市
建
設
部
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当

主
幹
）

▽
監
査
委
員
事
務
局
長
　
平
林
哲
郎

（
市
民
生
活
部
課
税
課
長
）

■
課
長
補
佐
職

▽
企
画
財
政
部
財
政
課
長
補
佐（
兼
）

財
政
係
長
　
古
内
洋
一
（
企
画
財
政

部
財
政
課
財
政
係
長
）

▽
総
務
部
安
心
安
全
課
長
補
佐（
兼
）

防
災
防
犯
係
長
　
杉
田
篤
哉
（
総
務

部
安
心
安
全
課
防
災
防
犯
係
長
）

▽
市
民
生
活
部
市
民
課
長
補
佐（
兼
）

戸
籍
係
長
　
鎌
谷
京
子
（
市
民
生
活

部
市
民
課
戸
籍
係
長
）

▽
児
童
青
少
年
部
子
育
て
支
援
課
長

補
佐
（
兼
）
企
画
支
援
係
長
　
銀
林

悠
（
教
育
部
学
校
教
育
課
教
育
庶
務

係
長
）

▽
児
童
青
少
年
部
児
童
青
少
年
課
副

主
幹
三
島
保
育
園
長
　
神
永
け
い
子

（
児
童
青
少
年
部
児
童
青
少
年
課
主

査
）

▽
都
市
建
設
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

都
市
計
画
担
当
副
主
幹
　
松
野
貴
洋

（
都
市
建
設
部
道
路
交
通
課
道
路
管

理
係
長
）

▽
教
育
部
学
校
教
育
課
副
主
幹（
兼
）

学
校
給
食
係
長
　
小
町
達
（
総
務
部

職
員
課
副
主
幹
）

▽
教
育
部
図
書
館
副
主
幹
（
兼
）
図

書
サ
ー
ビ
ス
係
長
　
加
藤
謙
司
（
総

務
部
職
員
課
副
主
幹
）

�

　
ま
た
、
３
月
３１
日
付
の
退
職
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
部
長
職

▽
徳
冨
善
子
（
議
会
事
務
局
長
）

▽
松
坂
誠
（
福
祉
保
健
部
長
）

■
課
長
職

▽
小
川
守
清
（
教
育
部
図
書
館
主
幹

（
兼
）
図
書
サ
ー
ビ
ス
係
長
）

▽
小
川
一
男（
監
査
委
員
事
務
局
長
）

▽
狛
江
第
三
小
学
校
校
長
　
荒
川
元

邦
（
渡
辺
秀
貴
）

▽
狛
江
第
四
中
学
校
校
長
　
猪
瀬
政

幸
（
村
上
昭
夫
）

▽
狛
江
第
一
小
学
校
副
校
長
　
鷲
見

真
太
郎
（
杉
浦
敬
）

▽
狛
江
第
五
小
学
校
副
校
長
　
杉
浦

敬
（
鈴
木
聡
）

▽
狛
江
第
六
小
学
校
副
校
長
　
秋
間

正
宏
（
鷲
見
真
太
郎
）

▽
狛
江
第
三
中
学
校
副
校
長
　
伊
地

知
俊
二
（
工
藤
聡
）

▽
狛
江
第
四
中
学
校
副
校
長
　
工
藤

聡
（
植
村
多
岐
）

■
部
長
職

▽
議
会
事
務
局
長
　
小
川
啓
二
（
会

計
管
理
者
（
兼
）
会
計
課
長
）

▽
福
祉
保
健
部
長
　
石
橋
啓
一
（
都

市
建
設
部
長
）

▽
環
境
部
長
　
清
水
明
（
東
京
都
派

遣
）

▽
都
市
建
設
部
長
（
兼
）
和
泉
多
摩

川
緑
地
都
立
公
園
誘
致
推
進
担
当
部

長
　
小
俣
和
俊
（
都
市
建
設
部
和
泉

多
摩
川
緑
地
都
立
公
園
誘
致
推
進
担

当
理
事
（
兼
）
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長
）

▽
会
計
管
理
者
（
兼
）
会
計
課
長
　

浅
見
秀
雄
（
福
祉
保
健
部
保
険
年
金

課
長
）

■
課
長
職

▽
総
務
部
職
員
課
主
幹
（
兼
）
人
事

研
修
係
長
　
山
口
敦
史
（
総
務
部
職

員
課
長
補
佐（
兼
）人
事
研
修
係
長
）

▽
市
民
生
活
部
課
税
課
長
　
浅
見
文

恵（
福
祉
保
健
部
高
齢
障
が
い
課
長
）

▽
福
祉
保
健
部
高
齢
障
が
い
課
長
　

中
村
貞
夫
（
児
童
青
少
年
部
子
育
て

支
援
課
長
補
佐
（
兼
）
企
画
支
援
係

長
）

▽
福
祉
保
健
部
保
険
年
金
課
長
　
秋

山
尊
利
（
都
市
建
設
部
整
備
課
長
補

佐
（
兼
）
財
産
管
理
係
長
）

▽
児
童
青
少
年
部
児
童
青
少
年
課
主

幹（
兼
）保
育
係
長
　
矢
野
裕
之（
児

童
青
少
年
部
児
童
青
少
年
課
長
補
佐

　
４
月
１
日
付
で
職
員
の
異
動
を

行
い
ま
し
た（
カ
ッ
コ
内
は
前
職
）。

吻
職
員
課

　
４
月
１
日
付
で
、
市
立
小
・
中

学
校
の
校
長
・
副
校
長
に
異
動
が

あ
り
ま
し
た
（
カ
ッ
コ
内
は
前
任

者
）。

吻
指
導
室

市
職
員
の
人
事
異
動
お
よ
び
退
職
者

校
長
・
副
校
長
人
事
異
動
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シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
に
向
け
て
⑨

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
に
向
け
て
⑨

きき
いい活活

―シリーズ―

きき
いい生生

〜
認
知
症
④「
認
知
症
に
な
る
と

　
　
　
　
　
ど
ん
な
症
状
が
出
る
の
？
」〜

　
認
知
症
の
症
状
は
次
の
２
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

■
中
核
症
状

　
全
て
の
方
に
共
通
し
て
起
こ
る

症
状
で
、
長
い
年
月
を
か
け
て
緩

や
か
に
進
行
し
ま
す
。
主
な
も
の

に
、
覚
え
ら
れ
な
い
・
す
ぐ
忘
れ

る
等
の
「
記
憶
障
害
」、
時
間
・

場
所
・
人
物
が
分
か
ら
な
く
な
る

「
見
当
識
障
害
」、
物
事
を
考
え

判
断
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る

「
理
解
・
判
断
力
の
障
害
」
等
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
治
療
等
に

よ
り
進
行
を
緩
や
か
に
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

■
行
動
・
心
理
症
状

　
体
調
不
良
、
不
安
や
孤
独
、
環

境
の
ス
ト
レ
ス
等
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
が
複
雑
に
絡
み
合
う
こ
と
で
起

こ
る
症
状
で
、
経
過
の
中
で
出
現

し
た
り
消
失
し
た
り
し
、
目
立
た

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

い
ら
立
ち
や
落
ち
着
き
の
な
さ
、
気

分
の
落
ち
込
み
等
が
こ
れ
に
当
た
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
、
原
因
を

取
り
除
く
こ
と
で
緩
和
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

　
何
か
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、

福
祉
相
談
課
、
市
内
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
慈
恵
医
大
第
三
病
院
内

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
☎
（
３

４
８
０
）
０
７
０
２
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

認
知
症
カ
フ
ェ
に�

�
�

立
ち
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
認
知
症
の
人
や
家
族
、地
域
住
民
、

医
療・
ケ
ア
に
携
わ
る
専
門
職
等
、

誰
も
が
参
加
で
き
、
自
由
に
お
し
ゃ

べ
り
が
で
き
る
カ
フ
ェ
で
す
。
認
知

症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
座
や
イ
ベ
ン
ト

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

吻
高
齢
障
が
い
課
高
齢
者
支
援

　
妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
方
に
、
都

内
医
療
機
関
で
公
費
で
受
け
ら
れ
る

妊
婦
健
康
診
査・妊
婦
超
音
波
検
査・

妊
婦
子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
票
を
お

渡
し
し
ま
す
。

※
転
入
し
た
方
で
、
前
住
所
地
で
受

診
票
の
交
付
に
年
齢
制
限
が
あ
っ
た

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
妊
婦
健
康
診
査
受
診
費
助
成
金
交

付
制
度

　
妊
婦
健
康
診
査
受
診
日
に
市
内
に

　
国
が
定
め
る
が
ん
検
診
の
指
針
に

基
づ
き
、
平
成
３０
年
度
か
ら
乳
が
ん

検
診
の
視
診
・
触
診
を
廃
止
し
、
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検

診
の
実
施
医
療
機
関
に
公
益
財
団
法

人
東
京
都
予
防
医
学
協
会
が
加
わ
り

ま
し
た
。
各
実
施
医
療
機
関
に
直
接

予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
乳
が
ん
検
診
は
、
心
臓
ペ
ー
ス
メ

ー
カ
ー
等
を
装
着
し
て
い
る
方
、
水

頭
症
シ
ャ
ン
ト
術
後
の
方
、
乳
房
内

に
人
工
物
が
入
っ
て
い
る
方
、
乳
腺

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
ま
た
は
脱

退
す
る
と
き
は
、
手
続
き
が
必
要
で

す
（
自
動
的
に
切
り
替
え
ら
れ
ま
せ

ん
）。
左
表
に
該
当
す
る
方
は
、
１４

日
以
内
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
国
民
健
康
保
険
税
は
届
け
出
の
月

か
ら
で
は
な
く
、
加
入
す
る
資
格
を

得
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
に
な
り
、手
続
き
が
遅
れ
る
と
、

１
回
当
た
り
の
納
付
額
が
高
額
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す

住
所
を
有
す
る
妊
婦
の
方
で
、
妊
婦

健
康
診
査
受
診
票
が
使
用
で
き
な
い

都
外
医
療
機
関
等
で
妊
婦
健
康
診
査

を
受
け
た
方
に
助
成
金
を
交
付
し
ま

す
。

助
成
金
額
▽
妊
婦
健
康
診
査
　
初
回

１
万
８
５
０
円
、
２
～
１４
回
目
５
，

０
７
０
円

▽
超
音
波
検
査
　
５
，
３
０
０
円

▽
子
宮
頸
が
ん
検
診
　
３
，
４
０
０

円

科
疾
患
で
治
療
中
・
経
過
観
察
中
の

方
、
乳
が
ん
の
手
術
後
１０
年
未
満
の

方
、
妊
娠
中
・
授
乳
中
・
断
乳
後
６

カ
月
以
内
の
方
、
立
位
保
持
が
難
し

い
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

■
無
料
ク
ー
ポ
ン
検
診

　
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
の
無
料
ク
ー

ポ
ン
検
診
対
象
者
に
は
、
ク
ー
ポ
ン

券
を
６
月
末
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
７
月
以
降
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

吻
健
康
推
進
課
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
）
☎
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

る
手
続
き
が
さ
れ
な
い
場
合
、
保
険

税
の
支
払
い
が
続
く
だ
け
で
な
く
、

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
加
入
後
に
国

民
健
康
保
険
証
を
使
用
し
て
し
ま
う

と
、
国
民
健
康
保
険
負
担
分
の
医
療

費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
健
康
保
険
が
切
り
替
わ
っ

た
際
に
は
、
保
険
証

が
変
更
に
な
っ
た
旨

を
医
療
機
関
に
必
ず

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

吻
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

検
診

乳
が
ん
子
宮
が
ん

・

■認知症カフェの日程等
会の名前 会場 日時 参加費 申し込み・問い合わせ

さくらカフェ こまえ正吉苑二番館
（西野川４－８－８）

毎月第２木曜日
午後１時３０分～３時３０分 ２００円

地域包括支援センター
こまえ正吉苑

☎（５４３８）２５２２へ。

せせらぎカフェ 狛江共生の家「多麻」
（駒井町１－１－２）

毎月第２土曜日
午後１時３０分～３時３０分
※要予約

３００円
地域包括支援センターこ

まえ苑
☎（３４８９）２４２２へ。

※
受
診
の
際
に
負
担
し
た
費
用
額
と

比
べ
て
、
い
ず
れ
か
少
な
い
額
が
助

成
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
３０
年
４
月
１
日
か
ら
、
初
回

お
よ
び
２
～
１４
回
目
の
健
康
診
査
の

助
成
金
額
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

助
成
上
限
回
数
▽
妊
婦
健
康
診
査
　

１４
回

▽
超
音
波
検
査
　
１
回

▽
子
宮
頸
が
ん
検
診
　
原
則
初
回
の

み※
出
産
日
か
ら
１
年
以
内
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。必
要
書
類
等
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

吻
健
康
推
進
課
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
）
☎
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■乳がん検診・子宮がん検診
対象者 料金 検診場所 検診日 予約方法

子
宮
が
ん
検
診

▽クーポン検診対象
者（平成９年４月２
日～平成１０年４月１
日生まれの女性の市
民の方）
▽平成３０年度中に満
２０歳以上になる女性
の市民の方
※子宮がん検診は２
年に１度です。

無料

下記の中から選択してください。
①松岡医院
中和泉５－１０－１８☎（３４８０）４１２２
②保坂産婦人科クリニック
東和泉１－２１－３☎（３４８８）１１０３
③（公財）東京都予防医学協会
新宿区市谷砂土原町１－２保健会
館
市ヶ谷駅（JR総武線）から徒歩５分

①②の場合
５月・７月・９月・
１１月

各実施医療機関に直接
予約

③④の場合
５～１２月
※乳がん検診・子宮
がん検診のいずれも
対象になる方は、同
時に受けることがで
きます。
※子宮がん検診は、
女性医師による検診
を希望することがで
きます。

（公財）東京都予防医学
協会へ電話またはイン
ターネットで予約
覆４月１６日㈪～１２月２１
日㈮（土・日曜日、祝
日を除く）
複午前９時～午後５時
分（公財）東京都予防
医学協会ホームページ
または電話で、（公財）
東京都予防医学協会☎
０１２０（１２８）３３１（固定
電話からのみ）または
☎（３２６９）４７５２へ。
※電話の際には、希望
する検診内容と検診場
所、検診日をお伝えく
ださい。

乳
が
ん
検
診

クーポン検診対象者
（昭和５２年４月２日
～昭和５３年４月１日
生まれの女性の市民
の方）

無料

下記の中から選択してください。
④（公財）東京都予防医学協会
新宿区市谷砂土原町１－２保健会
館
市ヶ谷駅（JR総武線）から徒歩５分
⑤あいとぴあセンター（バス検診）
元和泉２－３５－１

平成３０年度中に４０歳
～４９歳になる女性の
市民の方
※乳がん検診は２年
に１度です。

２，１６０円

平成３０年度中に５０歳
以上になる方
※乳がん検診は２年
に１度です。

１，０８０円

⑤の場合
【第１回募集】
５月１８日㈮・２８日㈪、
６月１０日㈰・２７日㈬
※定員になり次第終
了先着順

※子宮体がん検診は医師の判断で、受診者が同意する場合に子宮頸がん検診と併せて受診できます。

こんなときに（※１） 届け出に必要なもの（※２）

加
入
す
る
と
き

市に転入してきたとき 他の市区町村の転出証明書
会社などの健康保険をやめたとき 健康保険をやめた（扶養から外れた）証明書（社会保険資格喪失証

明書）
マイナンバー（個人番号）の分かるもの（通知カード、個人番号カ
ードなど）

会社などの健康保険の扶養から外れ
たとき

子どもが生まれたとき 親の国民健康保険証、母子健康手帳
生活保護を受けなくなったとき 生活保護廃止決定通知書

脱
退
す
る
と
き

市から転出するとき 国民健康保険証

会社などの健康保険に加入したとき
被扶養者になったとき（※３）

加入者全員の新しい保険証、国民健康保険証
マイナンバー（個人番号）の分かるもの（通知カード、個人番号カ
ードなど）

死亡したとき 国民健康保険証
死亡を証明するものの写し（市外の施設入所者のみ）

生活保護を受けるようになったとき　 国民健康保険証、生活保護開始決定通知書

そ
の
他

市内で住所が変わったとき
氏名、世帯主が変わったとき
世帯が分かれたり、一緒になるとき

加入者全員の国民健康保険証

保険証をなくしたとき
保険証が汚れて使えなくなったとき 本人確認証明書（運転免許証、パスポート等）

就学のため市外に転出するとき 国民健康保険証、在学証明書
※１　国民年金の手続きも必要な場合があります。
※２　本人確認証明書（運転免許証、パスポート等）をお持ちの方は、併せて持参してください。
※３　郵送で届け出ができます。届け出に必要なものの写し（国民健康保険証は原本）をお送りください。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
な
ど
の

届
け
出
は
１４
日
以
内
に

健
康
と
安
全
な
出
産
の
た
め
に
定
期
的
に

妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
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国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
が
続
く

と
、
老
後
の
年
金
や
障
害
年
金
、
遺

族
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
納
付
困
難
な
場
合
は
免
除

や
納
付
猶
予
等
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
保
険
料
免
除
制
度

　
経
済
的
理
由
等
で
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
本
人
と
配

偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
の
所
得

が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
保
険
料
の

全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

▽
納
付
猶
予
制
度

　
本
人
が
５０
歳
未
満
で
、
本
人
と
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
世
帯
主
の
前
年
所
得
に
か
か

わ
ら
ず
保
険
料
の
全
額
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

▽
学
生
納
付
特
例
制
度

　
本
人
が
学
生
で
、
本
人
の
前
年
の

▽
４
月
か
ら
、
介
護
報
酬
改
定
に
伴

い
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
と
き
の
利
用
者
負
担
額
が
変
わ
り

ま
し
た
。

※
詳
細
は
、
利
用
さ
れ
て
い
る
事
業

所
ま
た
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
仕
事
と
家
庭
の
両
立
で
お
悩
み
の

女
性
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

腹
沸
師
▽
５
月
２８
日
㈪
「
仕
事
も
家

庭
も
大
事
に
し
た
い
～
そ
ん
な
あ
な

た
の
働
き
方
は
？
」　
油
井
文
江
さ

ん
（
株
式
会
社
ゆ
い
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ

代
表
取
締
役
）

▽
６
月
４
日
㈪
「
自
分
時
間
の
作
り

方
～
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～
」　

堤
香
苗
さ
ん
（
㈱
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ム

代
表
取
締
役
）

▽
１１
日
㈪
「
私
ら
し
く
、
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
『
ワ
タ
シ
の
未
来
予
想

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
配
偶

者
や
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
に
か
か

わ
ら
ず
保
険
料
全
額
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

※
保
険
料
免
除
等
が
承
認
さ
れ
た
期

間
（
た
だ
し
、
一
部
免
除
承
認
期
間

に
お
い
て
一
部
納
付
が
な
い
期
間
を

除
く
）
は
、
老
後
に
年
金
を
受
け
取

る
た
め
の
資
格
期
間
に
含
ま
れ
る
だ

け
で
な
く
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
資
格
期
間
に

も
含
ま
れ
ま
す
。失
業
さ
れ
た
方
は
、

離
職
票
や
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

等
を
添
付
す
れ
ば
、
前
年
の
所
得
に

関
係
な
く
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

吻
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係
、
府
中

年
金
事
務
所
☎
０
４
２
（
３
６
１
）

１
０
１
１

▽
８
月
か
ら
、
一
定
以
上
の
所
得
者

の
利
用
者
負
担
割
合
が
変
更
に
な
り

ま
す
（
表
１
参
照
）。

　
た
だ
し
、
利
用
者
負
担
の
一
カ
月

の
限
度
額
は
所
得
に
応
じ
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
（
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
）。

▽
平
成
３０
～
３２
年
度
の
介
護
保
険
料

が
、
基
準
月
額
５
，
９
５
０
円
（
年

額
７
１
，４
０
０
円
）
に
な
り
ま
す
。

※
所
得
段
階
ご
と
の
介
護
保
険
料
は

表
２
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
介
護
保
険
料

は
原
則
年
金
天
引
き
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
６５
歳
に
な
っ
た
ば
か

り
の
方
や
、
年
金
収
入
が
年
額
１８
万

円
以
下
の
方
等
は
、
納
付
書
で
支
払

い
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
８
月
か
ら
、
７０
歳
以
上
の
方
の
高

額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
の
限

度
額
の
一
部
が
変
更
に
な
り
ま
す

（
表
３
参
照
）。

吻
高
齢
障
が
い
課
介
護
保
険
係

　
市
役
所
前
市
民
ひ
ろ
ば
で
出
張
が

ん
検
診
を
行
い
ま
す
。

腹
▽
男
性　
６
月
１
日
㈮

▽
女
性　
６
月
２
日
㈯

複
午
前
８
時
３０
分
～
１０
時
３０
分
（
所

要
時
間
は
１
時
間
～
１
時
間
３０
分
）

淵
市
役
所
前
市
民
ひ
ろ
ば

弗
▽
男
性　
平
成
３０
年
度
中
に
３５
歳

以
上
に
な
る
市
民

▽
女
性　
平
成
３０
年
度
中
に
３０
歳
以

上
に
な
る
市
民

払
各
日
３５
人
（
多
数
抽
選
）

沸
胃
が
ん
検
診
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）、

肺
が
ん
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
と

痰
の
検
査
）、
大
腸
が
ん
検
診
（
便

潜
血
検
査
）、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

（
超
音
波
検
査
・
７０
歳
以
下
の
女
性

の
み
）

※
肺
が
ん
検
診
の
喀か

く

痰た
ん

検
査
は
、
５０

歳
以
上
で
喫
煙
指
数
（
現
在
と
過
去

の
喫
煙
年
数
×
１
日
の
喫
煙
本
数
）

が
６
０
０
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。

注
意
胃
が
ん
検
診
は
、
次
に
該
当
す

る
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

▽
帝
王
切
開
で
出
産
し
、
１
年
を
経

過
し
て
い
な
い
方

▽
バ
リ
ウ
ム
剤
ま
た
は
発
泡

剤
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方

▽
透
析
や
心
臓
疾
患
の
た

め
、
水
分
制
限
の
あ
る
方

▽
過
去
１
年
以
内
に
心
筋
梗

塞
や
脳
梗
塞
な
ど
を
発
症
し

た
方

▽
胃
を
全
摘
出
し
た
方

▽
胃
、
十
二
指
腸
の
治
療
中

ま
た
は
経
過
観
察
中
の
方

▽
自
力
で
立
位
を
保
持
す
る

こ
と
や
技
師
の
指
示
に
従
っ

て
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
方

▽
検
診
の
当
日
ま
で
に
３
日
間
排
便

の
な
い
方

※
次
に
該
当
す
る
方
は
、
主
治
医
へ

の
相
談
が
必
要
で
す
。

▽
今
ま
で
に
腹
部
や
心
臓
、
呼
吸
器

な
ど
の
手
術
し
た
こ
と
が
あ
る
方

▽
腸
閉
塞
に
な
っ
た
方

▽
通
院
中
の
方
や
薬
を
服
用
さ
れ
て

い
る
方

※
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
は
妊
娠
中

の
方
、
妊
娠
の
可
能
性
の
あ
る
方
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
日
の

体
調
や
問
診
に
よ
り
、
検
診
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
集
団
が
ん
検
診
を
６
月
か
ら
あ
い

と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
広
報
こ
ま
え
５
月
１
日
号
に

掲
載
予
定
で
す
。

分
４
月
２７
日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
は
が
き
（
一
人
１
枚
・
記
入
例

参
照
）
で
健
康
推
進
課
（
あ
い
と
ぴ

あ
セ
ン
タ
ー
）
☎
（
３
４
８
８
）
１

１
８
１
へ
。

図
』」　
須
田
万
里
子
さ
ん
（
合
同

会
社
人
材
ド
ッ
ク
代
表
）

複
午
前
１０
時
～
正
午

覆
午
前
９
時
３０
分
か
ら

淵
防
災
セ
ン
タ
ー
４
階
会
議
室

弗
子
育
て
を
し
な
が
ら
就
職
す
る
こ

と
に
不
安
の
あ
る
方
や
迷
っ
て
い
る

方
、
就
職
活
動
中
の
方
、
子
育
て
を

し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
方
（
６

月
１１
日
は
介
護
や
子
育
て
を
し
て
い

る
方
が
対
象
で
す
）

払
各
日
４０
人
（
要
予
約
）

分
吻
電
話
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か

ら
、
地
域
活
性
課
地
域
振
興
係
へ
。

〜
不
安
モ
ヤ
モ
ヤ
解
決
講
座
〜

〜
不
安
モ
ヤ
モ
ヤ
解
決
講
座
〜

〜
不
安
モ
ヤ
モ
ヤ
解
決
講
座
〜

ワ
タ
シ
ら
し
く
、
仕
事
も
家
庭
も
両
立
し
た
い
！

国
民
年
金
保
険
料
は

国
民
年
金
保
険
料
は

国
民
年
金
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

介
護
保
険
制
度
が

　
　改
正
さ
れ
ま
し
た

介
護
保
険
制
度
が

　
　改
正
さ
れ
ま
し
た

出
張
が
ん
検
診

■表２　平成３０～３２年度の所得段階別介護保険料
所得段階 所得段階等の内容 年間保険料（保険料率）

第１段階
生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非課税の場合

３万２，２００円（基準額×０．４５）世帯全員が市民税非課税で、本人の公的年金等収入と（合計所得金額（※）－
課税年金所得）の合計が８０万円以下の場合

第２段階 世帯全員が市民税非
課税の場合

本人の公的年金等収入と（合計所得金額－課税年金所
得）の合計が１２０万円以下の場合 ４万２，８００円（基準額×０．６）

第３段階 上記以外の場合
５万３，５００円（基準額×０．７５）第４段階 本人が市民税非課税

で、世帯に市民税課
税者がいる場合

本人の公的年金等収入と（合計所得金額－課税年金所
得）の合計が８０万円以下の場合

第５段階 上記以外の場合 ７万１，４００円（基準額）
第６段階

本人が市民税課税者
で、合計所得金額が
右の金額の場合

１２０万円未満 ７万８，６００円（基準額×１．１）
第７段階 １２０万円以上　 ２００万円未満 ８万９，３００円（基準額×１．２５）
第８段階 ２００万円以上　 ３００万円未満 １０万７，１００円（基準額×１．５）
第９段階 ３００万円以上　 ４００万円未満 １１万４，３００円（基準額×１．６）
第１０段階 ４００万円以上　 ６００万円未満 １３万２，１００円（基準額×１．８５）
第１１段階 ６００万円以上　 ８００万円未満 １４万２，８００円（基準額×２）
第１２段階 ８００万円以上１，０００万円未満 １５万７，１００円（基準額×２．２）
第１３段階 １，０００万円以上 １７万１，４００円（基準額×２．４）
※合計所得金額とは、長期・短期譲渡所得に係る特別控除額を控除した後の金額を用います。

現行（７月まで）
区分 限度額

現役並み所得者（課税所得１４５万円以上の方） ６７万円
一般（市民税課税世帯の方） ５６万円
低所得者（市民税非課税世帯の方） ３１万円
世帯の各収入から必要経費・控除を差し引いたときに所
得が０円になる方（年金収入のみの場合８０万円以下の方）１９万円

改正後（８月から）
区分 限度額

課税所得
６９０万円以上 ２１２万円
３８０万円以上６９０万円未満 １４１万円
１４５万円以上３８０万円未満 ６７万円

※現役並み所得者が３つの区分に分かれます。
※限度額は年額です。

■表３　高額医療・高額介護合算制度の負担限度額（7０歳以上の方※後期高齢者医療制度の対象者も含む）

■表１　自己負担割合の判定基準

➡

220万円以上

160万円未満

年金収入+その他の合計所得金額が
▽単身で280万円以上　または
▽65歳以上の方が２人以上いる世帯で346万円以上

160万円以上
220万円未満

 ３割負担
（８月から）

２割負担

は
い 本

人
の

合
計
所
得
金
額
が

65
歳
以
上
で
本
人
が

市
民
税
課
税

い
い
え

はい

はい

いいえ

いいえ

年金収入+その他の合計所得金額が
▽単身で340万円以上　または
▽65歳以上の方が２人以上いる世帯で463万円以上

 1割負担

62 元
和
泉
２
–
35
–
１

２ ０ １ ０ ０ １ ３

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
内

健
康
推
進
課

出
張
集
団
が
ん
検
診

　
　
　
　
　
　
　
担
当
宛
て

表 裏
申込者の
①住所
②氏名
③電話番号
④生年月日・年齢
⑤性別
⑥希望する検診
　胃がん・肺がん・大腸がん・
　骨粗しょう症（70歳以下の女性のみ）
※50歳以上で肺がん検診希望の
　方は以下にお答えください。
　喫煙歴（現在・過去）
　なし
　あり→⑴喫煙している
　　　　　（していた）年数
　　　　⑵１日の喫煙本数

出
張
が
ん
検
診
は
が
き
記
入
例

※
往
復
は
が
き
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

❖
主
な
改
正
点
❖
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■
成
人
歯
科
健
診

腹
４
月
１６
日
㈪
～
平
成
３１
年
３
月
３０

日
㈯
（
た
だ
し
各
実
施
医
療
機
関
の

健
診
日
に
限
る
。
要
予
約
）
弗
４０
歳

以
上
の
方
払
先
着
２５
人
物
問
診
票
分

健
康
推
進
課
へ
電
話
連
絡
の
上
、
問

診
票
が
届
い
て
か
ら
実
施
医
療
機
関

（
問
診
票
に
同
封
）
へ
直
接
申
し
込

み吻
健
康
推
進
課
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
）
☎
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
歯
科
健
診

腹
５
月
８
日
～
２９
日
の
毎
週
火
曜
日

複
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
弗
０
歳
か

ら
３
歳
ま
で
の
乳
幼
児
（
要
予
約
）

沸
歯
科
健
診
、
歯
磨
き
指
導
物
母
子

健
康
手
帳
、
子
ど
も
が
使
っ
て
い
る

歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

淵
分
吻
健
康
推
進
課
（
あ
い
と
ぴ
あ

セ
ン
タ
ー
）
☎
（
３
４
８
８
）
１
１

８
１
へ
。

■
親
子
で
歯
ッ
ピ
ー
は
み
が
き
教
室

腹
５
月
２４
日
㈭
覆
▽
第
一
部　
午
前

９
時
２５
分
～
９
時
３０
分
（
１０
時
４５
分

終
了
予
定
）
▽
第
二
部　
午
前
１０
時

２５
分
～
１０
時
３０
分
（
１１
時
４５
分
終
了

予
定
）
弗
生
後
６
カ
月
～
１
歳
未
満

の
乳
児
と
保
護
者
払
各

回
９
組
沸
乳
児
と
保
護

者
の
歯
科
健
診
・
口
の

観
察
・
仕
上
げ
磨
き
練
習
物
母
子
健

康
手
帳
、
乳
児
と
保
護
者
の
歯
ブ
ラ

シ
、
コ
ッ
プ
、
手
鏡
、
タ
オ
ル

淵
分
吻
健
康
推
進
課
（
あ
い
と
ぴ
あ

セ
ン
タ
ー
）
☎
（
３
４
８
８
）
１
１

８
１
へ
。

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ま
え

苑▽
体
が
喜
ぶ
体
操　
腹
５
月
２
日
㈬

仏
宮
崎
正
和
さ
ん
（
健
康
運
動
指
導

士
）

▽
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
体
を
ほ
ぐ
そ

う　
腹
５
月
１０
日
㈭
仏
前
川
省
子
さ

ん
（
体
操
指
導
士
）

▽
自
分
の
転
倒
リ
ス
ク
を
知
ろ
う　

腹
５
月
２５
日
㈮
仏
小
林
資
英
さ
ん

（
作
業
療
法
士
）

　
各
日
複
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
弗

市
内
在
住
の
方
払
先
着
３０
人
物
飲
み

物
、
上
履
き
、
動
き
や
す
い
服
装

淵
分
吻
４
月
１６
日
㈪
か
ら
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ま
え
苑
☎
（
３

４
８
９
）
２
４
２
２
へ
。

■
健
康
相
談

腹
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
正

午
～
午
後
１
時
を
除
く
）
※
要
予
約

沸
自
分
や
家
族
の
健
康
・
食
事
・
子

育
て
の
こ
と
な
ど
の
相
談
（
電
話
・

面
接
）
仏
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・

歯
科
衛
生
士

淵
分
吻
健
康
推
進
課
（
あ
い
と
ぴ
あ

セ
ン
タ
ー
）
☎
（
３
４
８
８
）
１
１

８
１
へ
。

◎
和
泉
児
童
館�

�

☎
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
教
室　
腹
４

月
２１
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時
弗

小
・
中
学
生
、
高
校
生
※
乳
幼
児

は
保
護
者
同
伴
で
の
参
加
可
沸
ゴ

ム
の
上
を
歩
く
綱
渡
り
の
よ
う
な

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

■
す
く
す
く
測
定　
腹
４
月
２６
日

㈭
午
後
１
時
３０
分
～
２
時
３０
分
弗

乳
児
沸
子
育
て
相
談
員
が
お
子
さ

ん
の
身
長
、体
重
を
測
定
し
ま
す
。

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー�

�

☎
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
ス
タ
ッ
フ
タ
イ
ム
「
お
の
っ
ち

の
六
ム
シ
」　
腹
４
月
１８
日
㈬
午

後
３
時
３０
分
～
４
時
４５
分
弗
小
学

生
沸
ボ
ー
ル
に
当
た
ら
ず
に
逃
げ

切
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
？
新
１

年
生
も
集
ま
れ
！

■
ベ
ビ
ロ
ッ
キ
ー　
腹
不
定
期
月

曜
日
（
月
１
回
）
複
▽
高
月
齢
ク

ラ
ス　
午
前
１０
時
２０
分
～
１０
時
５０

分
▽
低
月
齢
ク
ラ
ス　
午
前
１１
時

２０
分
～
１１
時
５０
分
弗
０
歳
児
（
平

成
２９
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）

と
そ
の
保
護
者
沸
ふ
れ
あ
い
遊
び

な
ど

■
ち
び
ロ
ッ
キ
ー　
腹
不
定
期
月

曜
日
（
月
１
回
）
午
前
１０
時
４５
分

～
１１
時
３０
分
弗
１
歳
児
（
平
成
２８

年
４
月
２
日
～
平
成
２９
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者
沸
運

動
遊
び
な
ど

■
リ
ト
ル
ロ
ッ
キ
ー　
腹
不
定
期

火
曜
日
（
月
２
回
）
午
前
１０
時
３０

分
～
１１
時
３０
分
弗
２
歳
児
（
平
成

２７
年
４
月
２
日
～
平
成
２８
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者
沸

運
動
遊
び
な
ど

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー�

�

☎
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
ね
ん
ね
プ
レ
イ
ル
ー
ム　
腹
４

月
１９
日
㈭
・
２６
日
㈭
※
１９
日
の
み

母
乳
相
談
あ
り
複
午
前
１０
時
～
１１

時
４５
分
（
出
入
り
自
由
）
※
午
前

１１
時
ま
で
測
定
タ
イ
ム
あ
り
弗
新

生
児
～
ず
り
ば
い
の
子
ど
も
沸
発

達
に
応
じ
た
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
遊
び

や
保
護
者
の
交
流
な
ど

こがね男爵

子育て

こまえ子育てねっと
http://komae-kosodate.net/

弗
未
就
学
児
親
子

※
親
子
と
も
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
市
立
保
育
園
園
庭
開
放
「
お
ひ

さ
ま
」

複
午
前
９
時
５０
分
～
１１
時
３０
分

※
子
ど
も
と
家
庭
に
関
す
る
簡
易

～
来
て
見
て
遊
ぼ
う
～

保
育
園
園
庭
開
放

◆《
３
，０
０
０
円
で
排
水
管
の
清
掃
を
す
る

と
い
う
業
者
の
チ
ラ
シ
は
信
用
で
き
ま
す
か
》◆

124

◆
相
談
事
例

　
自
宅
の
ポ
ス
ト
に
「
排
水
管
高

圧
洗
浄
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
い
う

見
出
し
の
チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
ま

し
た
。
内
容
は
「
排
水
管
の
清
掃

を
３
，
０
０
０
円
で
行
う
。
こ
の

地
域
一
帯
で
行
う
た
め
格
安
で
あ

る
。
○
月
○
日
に
一
斉
に
清
掃
を

す
る
」
等
で
す
が
、
信
用
で
き
る

業
者
で
し
ょ
う
か
。

◆
ア
ド
バ
イ
ス

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
業

者
の
信
用
性
に
つ
い
て
の
調
査
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
チ
ラ
シ
を

確
認
し
て
み
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
の

中
央
に
大
き
な
文
字
で
「
３
，
０
０

０
円
」
と
書
か
れ
、
下
に
は
小
さ
な

文
字
で
「
１
カ
所
３
，
０
０
０
円
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
台

所
や
浴
室
の
排
水
管
の
清
掃
が
１
カ

所
ご
と
に
加
算
さ
れ
る
こ
と
や
、
排

水
管
の
長
さ
に
よ
っ
て
料
金
が
割
増

し
に
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

一
見
す
る
と
、
３
，
０
０
０
円
で
家

全
体
の
清
掃
が
で
き
る
と
思
わ
せ
て

い
ま
す
が
、チ
ラ
シ
全
体
を
見
る
と
、

そ
の
料
金
だ
け
で
は
済
ま
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
た
か
も
地
域
一
斉
に
清

掃
を
行
う
た
め
通
常
価
格
よ
り
も
安

い
と
思
わ
せ
て
い
ま
す
が
、
実
態

を
伴
う
か
判
断
は
難
し
い
と
こ
ろ

で
す
。

　
相
談
事
例
の
中
に
は
「
排
水
管

が
汚
れ
て
い
て
水
が
流
れ
に
く
く

な
っ
て
い
る
。
汚
水
升
も
交
換
し

た
方
が
よ
い
」
な
ど
、
事
実
と
異

な
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
、
新
た
な

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
契
約
を
勧
誘

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。　
　

　
相
談
者
へ
は
、
チ
ラ
シ
全
体
を

よ
く
読
む
こ
と
や
掃
除
の
工
法
等

を
確
認
し
、
清
掃
が
必
要
か
ど
う

か
検
討
す
る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。

　
チ
ラ
シ
を
う
の
み
に
せ
ず
、
相

見
積
も
り
を
と
る
な
ど
し
て
比
較

検
討
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
。

吻
地
域
活
性
課
地
域
振
興
係

な
相
談
、
指
導
も
行
い
ま
す
。

物
着
替
え
、
タ
オ
ル
等

■
私
立
保
育
園
園
庭
開
放

複
午
前
１０
時
～
１１
時

吻
各
園

■「おひさま」5月の日程(雨天中止）
園名 日程 内容

藤塚保育園
☎（３４８９）２８３５

９日㈬ 園庭遊び・身体測定
２１日㈪ どろんこ遊び

駒井保育園
☎（３４８０）９３６１

８日㈫ 園庭遊び・身体測定
２３日㈬ 園庭遊び

駄倉保育園
☎（３４８９）５４１５

１５日㈫ 園庭遊び
３０日㈬ 園庭遊び・身体測定

三島保育園
☎（３４８８）３８９８

９日㈬ 園庭遊び・身体測定
２２日㈫ 園庭遊び

■私立認可保育園園庭開放　5月の日程（雨天中止）
園名 日程 内容

狛江子どもの家
☎（３４８８）１２３１ １７日㈭ 遊具遊び・体操

虹のひかり保育園
☎（５７６１）２７３７ ２５日㈮ 園庭遊び

東野川保育園みんなの家
☎（３４３０）８７７８

１１日㈮ 園庭遊び・手形足形とり
２４日㈭ 園庭遊び・身体測定

めぐみの森保育園
☎（３４８０）４４４８

９日㈬ おもちゃ遊び・砂場遊び２３日㈬
いずみ保育園
☎（３４８０）０５９８

８日㈫ 園庭遊び・身体測定
２４日㈭ 園庭遊び

　若い女性が、「モデル・アイドルになりませ
んか」と声を掛けられたり、「高収入アルバイト」
だと言われて応募した後、聞いていない・同意
していないにもかかわらず、性的な行為等の写
真や動画の撮影をされたり、性暴力やストーカ
ー等の被害を受ける問題が発生しています。
　被害に遭った場合は一人で悩まず、速やかに相談窓口へ相
談してください。また、こうした被害に遭わないために、自
分自身や周囲の人ができること、知っておいてほしいことが
あります。
　詳細は、内閣府男女共同参画局のホームページをご覧くだ
さい。
吻内閣府男女共同参画局☎（５２５３）２１１１

ＡＶ出演強要・「ＪＫビジ
ネス」等被害防止月間です

４月は
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※広告枠に掲載する広告を募集しています。吻㈱ホープ（広告代理店）☎092（716）1404
経済産業大臣認定 サポート協会加盟番号080-7008

5/13(日)14時～15時(予定)

いろんな疑問、この機会に一挙解決してください
見学後に、勧誘などは一切ございません

無料見学会って、どんな所？
結婚相談室

どんな人が
やっているの？

結婚相談室って
高いんでしょう？

どんな流れに
なるんだろう？

5名様迄
先着

調布市小島町1-34-1 エクレール調布303
TT交流会 (タ)080-3449-7270

担当/高橋042-484-8888

以 下 は 広 告 枠 で す

■
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る
「
も

の
忘
れ
相
談
会
」

腹
５
月
１４
日
㈪
午
後
１
時
～
４
時
淵

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
（
事
情
が
あ

る
場
合
は
訪
問
相
談
も
可
）
弗
市
内

在
住
で
、
認
知
症
や
物
忘
れ
で
悩
ん

で
い
る
方
と
そ
の
家
族
払
先
着
３
人

（
要
予
約
）
沸
市
内
在
勤
の
認
知
症

の
診
療
に
習
熟
し
た
医
師
に
よ
る
個

別
相
談
会
で
す
。
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
が
立
ち
会
い
ま
す
。

分
吻
高
齢
障
が
い
課
高
齢
者
支
援
係

へ
。

■
相
続
・
遺
言
等
相
談
会

腹
淵
▽
４
月
２４
日
㈫　
西
河
原
公
民

館
▽
５
月
９
日
㈬　
野
川
地
域
セ
ン

タ
ー
（
予
約
不
要
）
複
午
前
１０
時
～

正
午
沸
相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
・

お
墓
等
に
つ
い
て
、
狛
江
の
行
政
書

士
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
（
秘
密

厳
守
）。

吻
狛
江
の
相
続
を
考
え
る
行
政
書
士

の
会・古
林
☎
０
９
０
（
３
９
３
２
）

１
３
４
９

■
市
民
法
務
無
料
相
談
会

腹
４
月
２７
日
㈮
午
後
１
時
～
４
時
淵

防
災
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室
（
予
約

不
要
）
沸
相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
・

お
墓
等
に
つ
い
て
、
行
政
書
士
が
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
（
秘
密
厳
守
）

※
詳
細
は
調
布
行
政
書
士
市
民
法
務

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

吻
調
布
行
政
書
士
市
民
法
務
会
・
閑か

ん

田だ

☎
（
６
８
６
８
）
８
５
０
１

■
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動

腹
５
月
１
日
㈫
午
後
２
時
～
４
時
淵

ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
沸

常
温
保
存
可
能
で
、
賞
味
期
限
が
一

カ
月
以
上
あ
る
食
品
（
米
、
缶
詰
、

レ
ト
ル
ト
食
品
、調
味
料
、菓
子
等
）

の
寄
贈
を
受
け
付
け
ま
す
。

吻
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
狛
江

☎
（
５
４
９
７
）
０
２
７
２

■
障
が
い
者
料
理
教
室
「
ま
い
う
ー

～
楽
し
く
気
軽
に
簡
単
料
理
・
よ
く

か
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
よ
う
～
」

腹
５
月
２６
日
㈯
・
２７
日
㈰
（
い
ず
れ

か
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）
複
午
前

１０
時
～
午
後
１
時
３０
分
淵
あ
い
と
ぴ

あ
セ
ン
タ
ー
弗
原
則
、
市
内
在
住
の

１５
歳
以
上
の
方
で
、
将
来
自
立
生
活

を
目
標
と
し
て
い
る
障
が
い
者
払
１０

人
程
度
（
多
数
抽
選
）
仏
狛
江
栄
養

士
会
鮒
５
０
０
円
（
参
加
費
）

分
吻
５
月
１８
日
㈮
ま
で
に
、
狛
江
市

障
害
者
地
域
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
サ
ポ
ー
ト
☎
（
５
４
３
８
）
３
５

３
３
、
憤
（
３
４
３
０
）
９
７
７
９

へ
。

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
説
明
会

腹
５
月
１２
日
㈯
午
前
１０
時
３０
分
～
１１

時
３０
分
淵
３
０
１
会
議
室
沸
子
育
て

の
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
た
い
方

（
利
用
会
員
）
と
お
手
伝
い
を
し
た

い
方
（
サ
ポ
ー
ト
会
員
）
が
、
相
互

に
助
け
合
い
な
が
ら
子
育
て
を
す
る

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
説
明

会
。
希
望
者
は
説
明
会
へ
の
参
加
が

必
要
で
す
。

分
吻
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
☎
（
３
４
８
０
）
１
５
８
７

（
月
～
土
曜
日
午
前
１０
時
～
午
後
６

時
）
へ
。

■
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
交
流
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会

腹
５
月
１３
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
９

時
弗
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
女

性
チ
ー
ム
沸
女
子
９
人
制
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
（
男
子
バ
ッ
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー
１

人
可
）
※
リ
ー
グ
ま
た
は
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
方
式
分
淵
４
月
２６
日
㈭
午
前
９

時
か
ら
、
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
で

申
し
込
み
お
よ
び
説
明
会
を
実
施
。

吻
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
☎
（
３
４

８
９
）
９
１
０
１

■
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
体
験
し
ま
し
ょ

う腹
５
月
２９
日
㈫
沸
複
▽
骨
盤
エ
ク
サ

サ
イ
ズ　
午
前
１０
時
～
１０
時
４５
分
▽

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
太
極
拳　
午
前
１１
時

～
１１
時
４５
分
▽
ズ
ン
バ　
正
午
～
午

後
０
時
４５
分
※
年
齢
に
応
じ
て
運
動

強
度
を
決
定
払
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
先
着

５０
人
仏
辻
幸
子
さ
ん
（
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
物
室
内
用

運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
※
骨
盤

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
み
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

淵
分
吻
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
☎

（
３
４
８
９
）
９
１
０
１
へ
。

■
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
「
に
こ

に
こ
ク
ラ
ブ
」

腹
４
月
２２
日
～
平
成
３１
年
３
月
１７
日

の
毎
週
日
曜
日
（
全
１０
回
）
複
午
前

９
時
４５
分
～
１１
時
淵
市
民
総
合
体
育

館
弗
主
に
知
的
障
が
い
の
あ
る
小
・

中
学
生
（
保
護
者
の
方
の
見
守
り
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
）
払
１０
人
沸
マ

ッ
ト
運
動
や
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な

ど
を
使
い
、
体
の
調
整
力
を
感
覚
的

に
身
に
付
け
ま
す
。
ま
た
、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
や
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
も

体
験
で
き
ま
す
物
動
き
や
す
い
服

装
、
室
内
用
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
ふ

た
付
き
の
飲
み
物
鮒
２
，
０
０
０
円

（
保
険
料
・
消
耗
品
代
）
※
途
中
参

加
の
場
合
は
残
り
の
回
数
分
の
料
金

分
吻
市
民
総
合
体
育
館
☎
（
３
４
３

０
）
１
１
４
１
へ
。

◎
西
河
原
公
民
館�

�
�

☎
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
利
用
者
懇
談
会　
腹
４
月
２６
日
㈭

複
午
前
１０
時
か
ら
・
午
後
７
時
か
ら

※
い
ず
れ
か
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
よ
う
こ
そ
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級
へ

（
学
級
生
募
集
）　
腹
５
月
２０
日
～

平
成
３１
年
３
月
１７
日
の
原
則
毎
月
第

１
・
３
日
曜
日
複
午
前
１０
時
～
午
後

４
時
淵
西
河
原
公
民
館
、
他
弗
市
内

在
住
・
在
勤
の
義
務
教
育
修
了
の
障

が
い
の
あ
る
方
で
、
通
級
可
能
で
団

体
活
動
の
で
き
る
方
払
３０
人
沸
障
が

い
の
あ
る
方
が
仲
間
と
集
い・学
び・

遊
び
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
創
作

活
動
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
鮒
教

材
費
、
キ
ャ
ン
プ
、
ス
キ
ー
な
ど
実

費
負
担
あ
り
※
指
導
者
・
学
級
生
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
中
央
公
民
館�

�
�

☎
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

■
野
外
サ
ー
ク
ル
参
加
者
募
集　
腹

４
月
２２
日
～
平
成
３１
年
３
月
３１
日
の

原
則
毎
週
日
曜
日
（
全
１３
回
程
度
）

複
午
前
９
時
～
午
後
５
時
弗
小
学
校

４
年
生
～
中
学
生
払
先
着
２０
人
沸
キ

ャ
ン
プ
や
ハ
イ
キ
ン

グ
等
を
通
し
た
学

校
・
学
年
の
枠
を
超

え
た
仲
間
づ
く
り
鮒

実
費
分
４
月
１６
日
㈪

午
前
９
時
か
ら

■
利
用
者
懇
談
会　
腹
４
月
２７
日
㈮

複
午
前
１０
時
か
ら
・
午
後
７
時
か
ら

※
い
ず
れ
か
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
「
子
ど
も
の
広
場
」
参
加
者
募
集　

腹
５
月
９
日
～
平
成
３１
年
３
月
２７
日

の
原
則
毎
週
水
曜
日（
全
１８
回
程
度
）

複
午
後
３
時
～
４
時
３０
分
弗
小
学
校

２
・
３
年
生
払
先
着
１５
人
沸
工
作
・

料
理
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
通

し
た
学
校
・
学
年
の
枠
を
越
え
た
仲

間
づ
く
り
鮒
実
費
（
年
間
５
，
０
０

０
円
程
度
）
※
緊
急
連
絡
用
に
保
護

者
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録
が
必
須

分
４
月
１８
日
㈬
午
前
９
時
か
ら

　市内中小企業者の経営活動の促進と経営の安定を図るため、特定金融
機関の協力を得て融資あっ旋を行っています。
分吻地域活性課地域振興係へ。

複午前９時～正午・午後１時～４時
鮒４，０００円（※１は３，０００円、※２は３，５００円とテキスト代５４０円）
淵分吻４月２６日㈭までに、狛江市シルバー人材センター☎（３４８８）
６７３５へ。

５月のパソコン教室

■パソコン教室日程等
日程 時間 コース名

７日㈪・１４日㈪・２１日㈪・２８日㈪ 午前 ワード基礎
午後 インターネット実践

８日㈫・１５日㈫・２２日㈫・２９日㈫ 午前 ワード実用
８日㈫・１５日㈫ 午後 スマホ・タブレット活用（アンドロイド）（※２）
２２日㈫・２９日㈫ 午後 パソコンで水彩画（※１）
９日㈬・１６日㈬・２３日㈬・３０日㈬ 午前 エクセル関数で楽々計算
９日㈬・１６日㈬ 午後 スマホ・タブレット入門（アンドロイド）（※２）
１２日㈯・１９日㈯ 午前 ｉＰｈｏｎｅ＆ｉＰａｄ入門（※２）２３日㈬・３０日㈬ 午後
２６日㈯、６月２日㈯ 午前 スマホ・タブレット入門（アンドロイド）（※２）
１２日㈯・１９日㈯・２６日㈯、６月２
日㈯ 午後 便利なワード利用

１０日㈭・１７日㈭・２４日㈭・３１日㈭ 午後 パソコン入門（西河原公民館）

小規模企業事業資金 小口事業資金

資金の使途 運転
資金

設備
資金

創業
資金

研究開
発資金

運転
資金

設備
資金

創業
資金

研究開発
資金

融資あっ旋額 ５００万円
以内

７００万円
以内 ５００万円以内 １，０００万円以内 ５００万円

以内

償還期間（６カ月
の据え置き期間を

含む）
５年以内 ７年以内 ５年以内 ７年以内 ５年以内

融資利率 １．９７５％

負担
割合

事業主負担 ０．９８８％ ０．４９４％ 無 １．４８２％ ０．４９４％ 無

市補助 ０．９８７％ １．４８１％ １．９７５％ ０．４９３％ １．４８１％ １．９７５％

保証付融資 １／２を市が補助 全額を市が補助 １／４を市が補助 全額を市が補助

※小口事業資金の運転資金のみ、基金協会の保証を受けた融資の償還期間は５年以内です。

狛江市中小企業者事業資金融資あっ旋制度
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24時間医療機関案内 休日診療 小児初期救急平日夜間診療
ひまわり（東京都医療機関案内サービス）

☎（５２７２）０３０３
狛江消防署� ☎（３４８０）０１１９
病院へ行く？救急車を呼ぶ？
急な病気やけがで迷ったら
東京消防庁救急相談センター
�＃7119

☎０４２（５２１）２３２３

東京版

携帯電話
から

スマートフォン
から

救急受診ガイド

腹月～金曜日
（慈恵第三病院の休診日は除く）
覆午後７時～９時３０分
弗１５歳以下の急病の方
※事前に電話をしてから受診
慈恵第三病院内
「狛江・調布小児初期救急平日準夜
間診察室」� ☎（３４８８）２０６１

腹日曜日、祝日、年末年始（１２月２９日～１月４日）
覆午前９時～１１時３０分・午後１時～４時３０分
淵あいとぴあセンター
休日応急診療所� ☎（３４８８）９１２１
休日歯科応急診療所� ☎（３４８８）９１７１
※成人歯科検診は健康推進課（あいとぴあセンター）
☎（３４８８）１１８１にお問い合わせください。
休日診療薬局� ☎（３４８８）１５１９

（
火
曜
日
休
館
）

一
般
財
団
法
人
狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
☎（
３
４
３
０
）４
１
０
６

ヨ

イ

ホ 

ー 

ル

　住民交流友好都市・山梨県小菅村の一大イベントで、毎年
１万人を超える人出でにぎわいます。
腹５月４日㈷午前１１時～午後７時３０分
淵第１スポーツ広場周辺（山梨県北都留郡小菅村４２９９）
沸▽ステージイベント（昼の部）　小菅村郷土芸能、二胡の風、
Ｓｉｎｇｅｒ-ｈａｒｕ、つのだりょうこ、快盗戦隊ルパンレンジャーＶＳ
パトレンジャーショー、他
▽ステージイベント（夜の部）　大菩薩御光太鼓、ファイヤー
ダンス＆お松焼き、打ち上げ花火
▽小菅の味コーナー　源流そば、ヤマメの塩焼き、他
▽山梨グルメコーナー　
▽多摩川流域味コーナー　
▽体験コーナー　マスのつかみ取り、子ども遊び広場、他
※運営ボランティアスタッフを募集しています。詳細はお問い
合わせください。
吻小菅村役場源流振興課☎０４２８（８７）０１１１

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
、
街
中
で
困
っ
て
い

る
外
国
人
の
手
助
け
を
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
で
す
。

※
大
会
中
に
競
技
会
場
等
で
活
動
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
異
な
り
ま
す
。

腹
５
月
１２
日
㈯
・
１３
日
㈰
・
１９
日
㈯

複
午
前
１０
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～

３
時
（
１２
日
の
み
午
後
１
時
～
４
時

３０
分
）

淵
防
災
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
市
役
所
会

議
室

弗
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
１５
歳

以
上
の
方
（
中
学
生
を
除
く
）
で
、

全
日
程
参
加
で
き
る
方

※
過
去
に
受
講
し
た
方
を
除
き
ま
す
。

払
３６
人
（
多
数
抽
選
）

※
６
カ
月
～
未
就
学
児
の
託
児
あ
り

（
定
員
５
人
。
希
望
す
る
場
合
は
申

込
時
に
託
児
す
る
子
ど
も
の
氏
名
と

年
齢
を
記
入
）。

払
中
学
校
で
学
習
す
る
程
度
の
英
語

表
現
を
用
い
た
初
級
者
向
け
の
講
座

で
す
。

仏
語
学
学
校
講
師

分
吻
４
月
２７
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
、

住
所・氏
名（
ふ
り
が
な
）・年
齢（
申

込
時
現
在
）・
性
別
・
職
業
・
電
話

番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
の

上
、
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
墳kyodot@city.kom

ae.lg.jp

で
政
策
室
協
働
調
整
担
当
へ
。

　
「
激
変
す
る
世
界
情
勢
―
日
本
は

ど
う
な
る
―
」
を
テ
ー
マ
に
２
つ
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
そ

の
日
の
世
界
の
動
き
に
応
じ
た
講
座

で
す
。

■
中
国
の
第
２
期
習
近
平
政
権
が
目

指
す
「
赤
い
皇
帝
」
制
度

腹
４
月
２８
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

仏
金
子
英
敏
さ
ん
（
毎
日
新
聞
社
客

員
編
集
委
員
）

■
中
国
・
ロ
シ
ア
・
米
国
の
対
決
時

代
「
２1
世
紀
の
三
国
志
」
の
行
方

腹
５
月
１２
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

仏
石
郷
岡
健
さ
ん
（
麗
澤
大
学
非
常

勤
講
師
）

鮒
各
回
２
０
０
円
（
受
講
料
）

淵
分
吻
４
月
１６
日
㈪

午
前
９
時
か
ら
、
中

央
公
民
館
☎
（
３
４

８
８
）４
４
１
１
へ
。

　
犯
罪
の
抑
止
を
目
的
と
し
て
、
公

共
の
場
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

進
め
て
い
ま
す
。

■
設
置
場
所

　
学
童
保
育
所
４
カ
所
（
上
和
泉
、

松
原
、
猪
方
、
東
野
川
）
お
よ
び
岩

戸
児
童
セ
ン
タ
ー
に
、
新
た
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
の
補
助
金
を
活
用
し
、

中
和
泉
町
会
、元
和
泉
１
丁
目
町
会
、

元
和
泉
２
・
３
丁
目
町
会
、
岩
戸
町

会
、
狛
江
駅
前
親
栄
会
が
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
防
犯
カ
メ
ラ
の
適
切
な
運
用

　

市
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
は
、「
狛
江

市
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運
用
に

関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
適
切
な

運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
般
住
宅

等
は
撮
影
せ
ず
、
公
共
の
場
所
の
み

が
撮
影
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
録
画
は

内
蔵
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
で
行

っ
て
い
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
を
介
し
て
の
情
報
流
出
の
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん
。
録
画
デ
ー
タ
は
、
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
運
用
基
準
に
基
づ

き
、
厳
重
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

吻
安
心
安
全
課

腹
沸
▽
６
月
９
日
㈯　
甲
州
街
道
調

布
・
府
中
近
辺
の
散
策

▽
６
月
10
日
㈰　
狛
江
の
原
始
・
古

代
・
中
世
の
歴
史
講
義

複
午
前
９
時
～
午
後
２
時
３０
分

淵
狛
江
高
等
学
校
お
よ
び
甲
州
街
道

調
布
・
府
中
近
辺

弗
両
日
参
加
で
き
る
方
で
、
５
時
間

程
度
の
散
策
が
可
能
な
方

鮒
１
，
０
０
０
円
（
受
講
料
）、
３０

円
（
行
事
保
険
料
）

※
交
通
費
・
入
館
料
は
各
自
負
担

分
吻
５
月
１４
日
㈪
ま
で
に
、
は
が
き

に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒

２
０
１
－
８
５
０
１
元
和
泉
３
－
９

－
１
狛
江
高
等
学
校
経
営
企
画
室
☎

（
３
４
８
９
）
２
２
４
１
へ
。

多摩源流まつり～水と火と味の祭典～

平
成
３０
年
度
第
１
回

外
国
人
お
も
て
な
し
語
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座

こ
ま
え
市
民
大
学 

時
事
講
座

狛
江
市
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
ま
し
た

歩
い
て
学
ぶ
狛
江
の
歴
史
と
文
化
Ⅵ

●♪モーツァルトをあなたに！　今村能指揮　フィルハルモニア多摩
腹５月１２日㈯午後３時開演（２時１５分開場）
チケット全席指定　一般３，５００円　学生（大学生以下）１，０００円（当日要学生証など）
曲目モーツァルト「交響曲第４０・４１番」、「ヴァイオリン協奏曲第５番『トルコ風』」、他

好評発売中 〔託児サービス〕有料・２歳以上・申し込み制
※いずれも未就学児はご遠慮ください。

チケット取り扱いエコルマホール窓口・電話予約（午前９時～午後７時）
※Odakyu OX狛江店宝くじ売り場でも取り扱っています（窓口販売のみ）。

●♪聲
しょう

明
みょう

　コンサート　～仏教音楽の世界
▽第一部　解説
▽第二部　コンサート
（大般若転読会）
腹５月１９日㈯午後２時開演（１時１５分開場）
チケット全席指定　３，０００円

●♪マルチな1６歳が贈る新世代のジャズ
奥田弦ジャズワールド
腹６月１０日㈰午後２時開演
（１時１５分開場）
チケット全席指定　一般３，０００
円　高校生以下１，０００円（当日
要学生証など）

奥田弦

第３１回
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